







De finibus bonorum et malorum
　キリスト教的道徳哲学者としてのメランヒトンの最初の著作となる本書は、6 年後
に『道徳哲学概要』（Philosphiae moralis epitome, 1538）としてシュト ラースブル
クで出版された書物の源流に位置する。テキスト（ラテン語）としては、Heineck, 
Hermann（hrsg.）, Die aelteste Fassung von Melanchthons Ethik, Berlin 1893. によ
った。これは、ノルトハウゼンの古文書館に収蔵されていたもので、メランヒトン
の道徳哲学あるいは倫理学が、もっとも初期の段階でまとめられている。その後は、





ターとメランヒトンの教育思想研究序説』（渓水社、2001 年）、とりわけ Hartfelder, 
Karl, Philipp Melanchthon als Praeceptor Germaniae, Berlin 1889. S. 231ff. を参照
されたい。全 54 項目からなる本書のうち、12 項目までを試訳した。13 項目以下は、






































































































































































































































































































































































































































































































































































（1） 『哲学・思想事典』（岩波書店、1998 年）、161 頁。「エピクロス派」の項目。






















（19） サド『ジュスチーヌまたは美徳の不幸』（植田祐次訳、岩波文庫、2001 年）、88 頁。
（20） R. ドーキンス『神は妄想である―宗教との決別』（垂水雄二訳、早川書房、2007 年）も参照
されたい。
（21）サド前掲書、135 頁。
（22） 拙論「情動知能の育みと道徳教育」（『人文学会紀要』41 号、国士舘大学人文学会編、2009 年
所収）を参照されたい。
（23） サド前掲書、134 頁。
（24） 秋吉良人『サド―切断と衝突の哲学』（白水社、2007 年）、121-122 頁を参照されたい。
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うな独り言をつぶやくようになる
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（27） バタイユ『エロティシズム』（酒井健訳、ちくま学芸文庫、2004 年）、24-25 頁。
（28） 同前書、25 頁。
